


【渋滞長調査日時】
整備前：H24.5.4 整備後：R1.5.4
(和地向交差点付近 ①（主）舘山寺鹿谷線) ② （一）湖東和合線
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一般道 足柄スマートIC
経由

※ETC2.0プローブデータ2019.5 休日ピーク時（17時台）平均

最大約16分短縮

＜大井松田ＩＣへの所要時間＞

開通後、入込客数が 約10%増加

※小山町内企業アンケート（H31.1.8） 製造・加工・運送業等の26社を対象に実施

＜足柄スマートＩＣ開通前の高速道路利用動向＞

■小山町内企業の高速道路利用実態と開通後の利用IC

東京・横浜
方面が約5割

開
通
後

＜足柄スマートＩＣ開通後の利用ＩＣ＞

足柄ｽﾏｰﾄＩＣ利用が
約5割

※小山町内企業アンケート（R2.3.31）
製造・加工・運送業等の24社を対象に実施

御殿場ＩＣ・大井松田
ICの利用が約9割

■FUJI SPEEDWAYから大井松田ＩＣへの所要時間の短縮
(前年比)

＜1ヶ月平均 宿泊者数＞

＜周辺観光施設1ヶ月平均入園者数＞＜宿泊者数 方面別増加率＞

1ヶ月当り

約400人増加

浜名湖かんざんじ温泉観光協会
開通前集計期間：2018年4月～12月宿泊者数（1ヶ月平均）
開通後集計期間：2019年4月～12月宿泊者数（1ヶ月平均）

浜名湖かんざんじ温泉観光協会
集計期間：2019年4月～12月宿泊者数累計前年比

浜松市動物園、はままつフラワーパーク、浜名湖パルパル
開通前集計期間：2018年4月～12月入園者数（1ヶ月平均）
開通後集計期間：2019年4月～12月入園者数（1ヶ月平均）

(千人)

UP

1ヶ月当り5～6％増加

首都圏は約500人増加

関西圏は約200人増加

1ヶ月当り

約1,800人増加

UP

スマートICの開通効果
●足柄スマートIC ～H31.3.9開通～ ●舘山寺スマートIC ～H31.3.17開通～

＜FUJI SPEEDWAYの入込客数の変化＞

小山町、中日本高速道路(株)
(2020年9月25日)資料を基に作成

浜松市、中日本高速道路(株)
(2020年7月15日)資料を基に作成

東京方面からのアクセス（R1.9.15測定）

名古屋方面からのアクセス（R1.9.15測定）

※開通前ルート：浜松西IC～一般道～舘山寺温泉
※開通後ルート：浜松西ＩＣ～舘山寺ＳＩＣ～一般道～舘山寺温泉

※開通前ルート：舘山寺ＳＩC～浜松西ＩＣ～舘山寺温泉
※開通後ルート：舘山寺ＳＩＣ～一般道～舘山寺温泉

約７分短縮

約13分短縮

整備【前→後】渋滞長

最大830ｍ→最大250ｍ

渋滞状況 整備前 整備後

約580ｍ
（約7割）

減少

2

渋滞状況 整備前 整備後

整備【前→後】渋滞長

最大550ｍ→最大150ｍ

約400ｍ
（約7割）

減少

1

■東名高速道路とのアクセス向上による周辺道路の混雑緩和
＜舘山寺温泉へのアクセス時間＞

■観光客の増加

＜渋滞状況＞
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約6割
減少

(下り線)

出典：NEXCO中日本提供資料

開通前：2018.4.1(日)～2019.2.28(木)の334日間
開通後：2019.4.1(月)～2020.2.29(土)の335日間

開通後

約5割
減少

(上り線)

開通前 開通後 開通前

＜御殿場IC出口の渋滞発生回数＞

■利用ICの分散による高速道路の利便性向上

御殿場ICの渋滞発生回数が
5割以上減少

約18分

約5分

開通前

開通後






